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Pick up
　　　まなびアイかみす折込

神之池エントランス広場に新しくできたネット複合遊具。中央公
園にはないネットトランポリンで遊ぶこどもたちの元気な声が聞
こえてきます。「中央公園とは違う遊具で、遊びの幅が広がりま
した。桜もたくさん咲いていて、大人もリフレッシュできるいい
場所ですね」と保護者の1人が笑顔でお話ししてくれました。



歳入
（入ってくるお金）

一般会計

459億1,300万円
市税
215億
1,588万円
46.9％

39.7％ 60.3％

繰入金
43億

5,739万円
9.5％

繰越金
5億円
1.1％

分担金及び負担金
1億4,203万円

0.3％

使用料及び手数料
3億3,927万円

0.7％
財産収入、寄附金
3億5,905万円

0.8％

諸収入
4億6,888万円

1.0％

地方交付税
18億3,419万円

4.0％

県支出金
30億2,035万円

6.6％

市債
27億3,010万円

6.0％

地方消費税交付金
25億4,700万円

5.6％

地方譲与税
8億8,145万円

1.9％

国庫支出金
66億2,957万円

14.4％

自
主
財
源

依
存
財
源

その他※
5億8,784万円

1.2％

問財政課☎0299-90-1129

総額713億620万円
一般会計・特別会計・公営企業会計の合計

●�

市
民
と
企
業
に
寄
り
添
う
医
療
体
制
の
確
立
を
目

指
し
、
市
民
・
企
業
・
医
療
機
関
・
行
政
が
連
携
し

た
全
員
参
加
に
よ
る
医
療
体
制
づ
く
り
や
医
療
人

材
が
育
ち
集
ま
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
施
策
の

充
実
、
医
療
機
関
の
機
能
分
化
・
連
携
再
構
築
に

係
る
施
設
整
備
や
体
制
強
化
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

●�

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
と
し
て
、
息
栖
神
社
周

辺
や
神
之
池
緑
地
の
環
境
整
備
に
加
え
、
波
崎
東

部
地
域
の
地
域
資
源
や
公
共
施
設
な
ど
の
活
用
に

つ
い
て
検
討
し
、
定
住
人
口
・
交
流
人
口
・
関
係

人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

●�

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
等
の
課
題
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
変
革

（
D
X
）の
推
進
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

●�

長
期
化
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

等
へ
の
対
応
と
し
て
、
影
響
を
受
け
た
市
民
生

活
・
地
域
経
済
を
支
え
る
た
め
の
各
種
支
援
策
を

引
き
続
き
実
行
し
ま
す
。

2
0
2
3
年
度
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

※�その他＝法人事業税交付金、地方特例交付金、
株式等譲渡所得割交付金など

は自主財源･･･市税など、市が独自で得られる収入

は依存財源･･･国や県から交付されたり割り当てられたりする収入

　個人や企業が市に納める
税金と市の使う予算を、1
世帯・1人あたりにすると
次のようになります。

※�税金で市に入ってくるお金
と使われる予算額の差は、
国・県の支出金や市債など
でまかなわれます

【１人あたり】
税金（市税/人口）

　………………23万円
予算（総額/人口）

　………………49万円

【１世帯あたり】
税金（市税/世帯数）

　………………49万円
予算（総額/世帯数）

　…………… 106万円

市民1人あたりの
一般会計予算額

（ 　　）前年度比
2.7％増

世帯数43,611戸
人口94,324人
令和5年3月末日現在　
住民基本台帳から

　
2
0
2
3
年
度

予
算
は
、「
第
3
次

神
栖
市
総
合
計

画
」の
将
来
像
で

あ
る「
魅
力
あ
る

誇
れ
る
神
栖
市
」

神栖市長
石田 　進

の
実
現
の
た
め
の
重
要
施
策
へ
優
先
的
に
予
算
を
配

分
し
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
コ
ロ
ナ
禍
等
の
影
響

を
受
け
た
市
民
生
活
・
地
域
経
済
を
支
え
る
た
め
の

各
種
支
援
策
を
引
き
続
き
実
行
し
、
将
来
を
見
据
え

た
持
続
可
能
な
ま
ち
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。
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民生費
170億7,936万円

37.2％

土木費
51億8,435万円

11.3％

教育費
66億8,134万円

14.6％

総務費
44億7,889万円

9.8％

衛生費
61億6,561万円

13.4％

消防費
26億5,920万円

5.8％

公債費
17億3,475万円

3.8％

商工費
6億4,635万円

1.4％

農林水産業費
10億1,461万円

2.2％

議会費
2億4,854万円

0.5％
予備費
2,000万円
0.0％（0.04％）

歳出
（使うお金）

一般会計

459億1,300万円

2023
年度 神栖市予算

◀
用
語
の
解
説
　（
歳
入
）

【
市
税
】個
人
や
企
業
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
な
ど

【
繰
入
金
】特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
て
い
る
お
金
を
取
り
崩
し
て

使
う
お
金

【
国
庫
支
出
金
】特
定
の
事
業
の
財
源
と
し
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
市
債
】建
設
事
業
な
ど
を
行
な
う
際
に
、
国
や
県
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら

借
り
る
お
金

【
地
方
交
付
税
】市
町
村
の
財
源
不
足
や
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
な
ど
の
個

別
・
緊
急
の
事
情
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
お
金

◀
用
語
の
解
説
　（
歳
出
）

【
民
生
費
】高
齢
者
・
障
害
者
・
児
童
な
ど
の
福
祉
関
係
に
使
う

お
金

【
教
育
費
】教
育
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
使
う
お
金

【
衛
生
費
】保
健
・
衛
生
や
ご
み
処
理
な
ど
に
使
う
お
金

【
土
木
費
】公
園
や
道
路
な
ど
、
公
共
施
設
の
整
備
に
使
う
お
金

【
総
務
費
】行
政
の
運
営
な
ど
に
使
う
お
金

【
消
防
費
】消
防
や
救
助
活
動
に
使
う
お
金

【
公
債
費
】市
債
を
返
す
た
め
に
使
う
お
金

　2023年度当初予算は、全会計の合計額が前年度当初に比べ18億8,013万円の増となりました。
　一般会計は、衛生費や土木費などの増により前年度比で4億1,300万円の増となりました。
　特別会計は、国民健康保険特別会計における保険給付費及び国民健康保険事業費納付金の増により、特別会計全体
で前年度に比べ12億772万円の増となりました。
　公営企業会計は、水道事業会計で配水施設の拡張及び更新費により減となったものの、下水道事業会計における管
渠整備費（汚水・雨水）の増により、公営企業会計全体では2億5,941万円の増となりました。

2
0
2
3
年
度
予
算
総
括
表

会　　計　　名
2023年度 2022年度 比　　　較

当初予算額 当初予算額 増減額 増減率（％）

一 般 会 計 459億1,300万円 455億円 4億1,300万円 0.9
特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 99億5,627万円 90億     61万円 9億5,566万円 10.6
介 　 護 　 保 　 険 59億8,133万円 57億8,367万円 1億9,766万円 3.4
後 期 高 齢 者 医 療 10億2,883万円 9億7,443万円 5,440万円 5.6

小　　　 計 169億6,643万円 157億5,871万円 12億772万円 7.7
公
営
企
業
会
計
※

水 道 事 業 会 計 44億2,506万円 45億8,800万円 △ 1億6,294万円 △ 3.6
下 水 道 事 業 会 計 40億   171万円 35億7,936万円 4億2,235万円 11.8

小　　　 計 84億2,677万円 81億6,736万円 2億5,941万円 3.2
合　　　　　計 713億   620万円 694億2,607万円 18億8,013万円 2.7

※ 公営企業会計：支出額を表示しています

広報かみす 第390号3



詳細は市ホームページ
をご確認ください2023年度当初予算　主な事業と予算

医療・健康福祉

　市民と企業に寄り添う医療体制の確立を目指し、医療機関の医師確保対策、教育研修環境整備な
どを支援するとともに、医科大学との連携により寄附講座開設や総合診療体制強化に取り組みます。
　また、医療機関の機能分化・連携促進を図るため、白十字総合病院の回復期・慢性期病棟建替およ
び鹿嶋ハートクリニックの病院化に係る施設・体制整備を支援します。
●医師確保事業補助金
●若手医師受入支援事業補助金
●病院経営基盤強化支援補助金
● 新  総合診療体制強化支援等補助金
　

●寄附講座開設費寄附金
●後方支援体制整備事業
● 新  循環器疾患受入体
制強化整備事業

医療特別対策事業 予算額  5億9,959万円
予算額  5億       2万円医療機能分化・連携再構築整備支援事業

1

白十字総合病院新病棟イメージ
（2024年度完成予定）

　核家族化、小家族化が進んでいることから、子育て家庭が孤立しないよう、妊娠期から出産・子
育てまで一貫して相談に応じ、さまざまなニーズに即した伴走型の相談支援の充実や経済的支援の
一体的な実施により、安心して出産・子育てができる環境を整備します。
●子育て応援ギフトカタログ（妊娠32週以降または児童の誕生から6カ月まで）
●子育て応援券（小学校入学前）
●伴走型相談支援（妊娠期から出産・子育てまで）
●出産・子育て応援給付金（妊娠時および出生時）

子育て支援事業 予算額  6,040万円
予算額  8,577万円出産・子育て応援給付金支給事業

　波崎、矢田部および土合地区における地域の交流を育むと共に保
健福祉の充実を図るため、地域交流の促進、健康づくりや妊娠、出
産、子育て支援の拠点施設を開設しました。地区活動や余暇活動に
利用できる地域交流センターと各種健診や子育て相談などを行なう
保健福祉センターの複合施設です。

新  はさき保健・交流センター管理運営事業
予算額  8,706万円

※事業にかかる予算は他事業で計上されているものもあります

新  はさき保健福祉センター運営事業

　舎利浜地区において、津波から逃げ遅れてしまう可能性のある避難困難者の解消を図るため、津
波避難施設（高台）の整備を進めるほか、住民参加型の避難訓練を実施することで、避難先や避難経
路の確認を行なうとともに、体験型の総合防災訓練により、更なる防災意識の高揚を図ります。
●津波避難施設（高台）の整備（実施設計）　●食糧・保存水・資機材の購入　●防災訓練の実施

災害等対策事業 予算額  6,462万円
予算額     241万円防災訓練事業

生活環境2
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　神栖市・鹿嶋市の可燃ごみを処理する固形燃料化施設の老朽化
などに伴い、新たな可燃ごみ処理施設を整備し、地域の公衆衛生
の向上と維持を図るとともに、循環型社会形成の中核施設として
エネルギー回収などを行なうほか、両市の可燃ごみを効率的に収
集・運搬するため可燃ごみ中継施設を整備します。
●新可燃ごみ処理施設の整備
●波崎可燃ごみ中継施設の整備に向けた準備業務
●鹿嶋可燃ごみ中継施設の整備

新可燃ごみ処理施設整備事業 予算額  3億6,038万円

　日本一の出荷量を誇るピーマンなどを作付けする市内園芸農家に
対し、付加価値・収益性向上のための機械導入や農作物の安定生産
のための支援、農業用廃プラスチック適正処理に対する支援を行な
うことで、園芸農業の振興を図ります。
● 新  燃料費高騰対策事業費補助金
●農業用廃プラスチック収集対策
●儲かる産地支援事業費補助金
●安全安心な農産物推進事業費補助金

園芸振興事業 予算額  6,166万円

　交流人口の増加および地域経済の活性化を図るため、各種スポーツ大会や合宿に対する開催支
援・誘致活動などを行ない、スポーツツーリズム推進協議会と連携しながらスポーツツーリズムを
推進します。
●新  大学生誘客戦略
●�新  AIカメラを用いた動作解析の導入による合宿地の付加価値
　向上
●スポーツ競技団体などへの誘致活動
●スポーツ雑誌、インターネット検索サイトなどへの広告出稿
●スポーツツーリズムEXPOへの出展
●インフルエンサーの活用
●スポーツイベントなどの開催

スポーツツーリズム推進事業 予算額  2,130万円

　海水浴場誘客促進を図るため、市外に向けたPRやビーチイベン
トを実施するとともに、海水浴場の誘客促進につながるイベントな
どを実施する事業者に対する補助金を創設します。また、市内で撮
影された映画の公開にあわせて撮影場所の紹介などを行ない、市の
PRおよび魅力度向上を図ります。
●新  ビーチイベントの開催
●新  （仮）海水浴場誘客促進事業補助金
●フィルムコミッション事業の推進

観光振興事業 予算額  7,270万円

産業3

新可燃ごみ処理施設イメージ
（2024年度稼働予定）
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都市基盤

　公営住宅等長寿命化計画により、低所得者の居住の安定を図るため、
老朽化が著しい市営住宅を集約し、日の出町地区に1棟50戸の市営住宅を建設します。

市営住宅建替事業 予算額  12億3,779万円

　浸水実績のある地区を中心に側溝および排水路を整備し、長期的視野で整備効果を検証しながら、
計画的に改修工事などの雨水排水対策を実施します。また、既存の老朽化した排水路を改修し排水
機能を維持します。

雨水排水対策事業 予算額  7億5,991万円

4

　建築から30年以上経過している第一学校給食共同調理場は、施設・設備の老朽化が著しいこと
から、将来にわたって安全で安心な学校給食の安定的、かつ継続的な提供を行なえるよう、整備す
るための基本計画を策定します。

新  第一学校給食共同調理場整備事業 予算額  1,010万円

　多様化する生徒の活動ニーズに応えるため、部活動の地域移行と地域クラブ活動の環境を整備し
ます。また、市内外の企業・事業所などと教育分野が連携し、意見交換や交流活動を展開する「キャ
リ☆フェス神栖」を開催するほか、英語力の向上や国際感覚の育成を図るため、ブリティッシュヒ
ルズでの英語研修やイングリッシュ・キャンプを実施します。

学力向上推進事業 予算額  1億7,025万円

教育・文化5

地域づくり

　東国三社の一つである息栖神社の魅力を向上させ、市内外から多くの方々に訪れていただくこと
で、定住人口および交流人口の拡大による地域の活性化を図ります。
●�拠点施設整備（実施設計）　◦市の魅力や観光地を案内する情報発信スペース　◦市の特産品や農

水産物を販売する物販スペース　◦常陸利根川の風景を見渡せる飲食スペース
●市道整備　◦風情を演出する石畳風舗装整備　◦歩行者と自動車の双方の安全性に配慮した整備
●�拠点施設用駐車場整備　◦拠点施設向かいの市有地への駐車場整備　◦駐車場一部をイベントス

ペースとして整備

まちのにぎわいづくり事業（息栖神社周辺整備） 予算額  1億4,453万円

6

　波崎東部地域の魅力的な地域資源や公共施設などを活用し、人口減少や高齢化が顕著な当地域へ、
市内外から多くの方々に訪れていただくことで、にぎわいの創出とともに、定住人口・交流人口・
関係人口の拡大による地域の活性化を図ります。
●波崎東部地域活性化基本計画の策定　●波崎東部市営住宅再編に伴う土地活用基本計画の策定

まちのにぎわいづくり事業（波崎東部地域） 予算額  1,777万円

　市民の憩いの場である神之池緑地の魅力を向上させ、市内外から多くの方々に訪れていただくこと
で、定住人口および交流人口の拡大による地域の活性化を図ります。

まちのにぎわいづくり事業（神之池緑地整備） 予算額  6,835万円

●桜を主とした樹木再配置計画策定
●幼児用遊具整備

●園路改修（実施設計）
●神之池緑地飲食施設（カフェ）整備
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自治体運営

　マイナンバーカードの取得を促進し、カード利用によるオンライン申請や添付書類の削減など、
市民生活の利便性向上を図ります。
● 新  出張申請の実施
●休日・夜間の交付窓口を開設

●窓口での申請手続きをサポート
●�申請時に一定の条件を満たす方には、マイナンバーカードを
郵送交付

マイナンバーカードの普及促進事業 予算額  2,669万円

7

新型コロナウイルス感染症対策関連事業 予算総額  2億8,449万円8

うちその他の経費 予算総額  　 2,223万円
　消毒液、ペーパータオルなど消耗品の購入と、その他感染症対策の経費です。

うち事業者支援 予算総額  　 6,832万円

　中小企業の融資資金に対する貸付金利子を補助します。

中小企業事業資金利子補給費補助金 予算額  4,454万円

　保育所等の感染症対策に必要な経費のほか、衛生用品の購入などの経費を補助します。

民間保育所等振興費補助金 予算額  2,378万円

うち市民生活支援 予算総額  1億9,394万円

　コロナ禍等における保護者の経済的負担を軽減するため、2020年度か
ら引き続き、児童・生徒の学校給食費保護者負担金を1年間無償にします。

小・中学校給食費の無償化 予算額  1億9,251万円

　新型コロナウイルス感染症に起因し、亡くなられた方の葬祭費を助成します。

新型コロナウイルス感染者葬祭費助成金 予算額  100万円

　新型コロナウイルス感染症に感染し、家族や親族・知人から生活支援が受けられない方に食料品
を支援します。

新型コロナウイルス感染症自宅療養者等支援業務委託料 予算額  43万円

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止や感染症などにより影響を受けた市民生活・地域経済を支
えるための施策を引き続き実行します。

　デジタル技術やデータなどの更なる活用により、市民サービスの提供手
法や事務手法を見直す「デジタル・トランスフォーメーション（DX）」の取り
組みを推進し、デジタル化による市民の利便性向上と行政の業務効率化を目指します。

電子自治体推進事業 予算額  1億6,991万円

●オンラインによる申請・手続きを拡大
●�デジタル技術の活用による業務改善の推進
●国が進める標準準拠システムへの移行作業

●�スマートフォンの講習会などを実施（デジタ
ルデバイド対策）
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鹿島地方事務組合分担金の原案執行
問財政課☎0299-90-1129

　令和5年度一般会計予算のうち、鹿島地方事務組合分担金に係る経費の一部については、
地方自治法第177条第2項の規定により、原案のとおり予算に計上し執行することとしました。

●�鹿島地方事務組合分担金（環境事業分）は、神栖市・鹿嶋市が共同で実施している可燃性一般廃
棄物の処理を実施するために必要な施設の運営や新しい施設の整備の費用で、両市が鹿島地方
事務組合へ負担割合に応じて負担するものです
●�長期包括運営業務は、可燃ごみを効率よく収集するために必要な中継施設の運営や修繕など包
括的に専門業者に委託するものです
●�コンテナ運搬業務は、中継施設に集められた可燃ごみを圧縮してコンテナに積み込み、効率よ
く新可燃ごみ処理施設へ運搬するものです

歳入 （単位：千円）

款 項 原案 議会による
修正額

義務に属する
経費 備考

19繰入金 2基金繰入金 1,315,237 △348,885 1,315,237 財政調整基金繰入金

歳出 （単位：千円）

款 項 原案 議会による
修正額

義務に属する
経費 備考

4衛生費 1保健衛生費 1,315,237 △348,885 1,315,237 鹿島地方事務組合
分担金（環境事業分）

債務負担行為
事項 期間 限度額

鹿島地方事務組合分担金
（鹿嶋可燃ごみ中継施設長期包括
運営業務委託分）

令和6年度から
令和25年度まで

1,163,137千円に物価変動及び税制度の
変更並びに鹿島地方事務組合の負担割合の
変更による増減額並びに消費税額及び地方
消費税額を加算した額

鹿島地方事務組合分担金
（鹿嶋可燃ごみ中継施設コンテナ
運搬業務委託分）

令和6年度から
令和10年度まで

190,556千円に物価変動及び税制度の変
更並びに鹿島地方事務組合の負担割合の変
更による増減額並びに消費税額及び地方消
費税額を加算した額
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【経緯】
■2月7日（令和5年第1回鹿島地方事務組合議会定例会）
　令和5年度鹿島地方事務組合分担金（環境事業分）の予算が可決される
■3月22日（令和5年第1回神栖市議会定例会）
　・�令和5年度神栖市一般会計予算のうち、鹿島地方事務組合分担金（環境事業分）の一部及び

鹿島地方事務組合分担金の債務負担行為を除いた予算が修正可決される
　・�当該分担金は市の義務に属する経費であることから、神栖市議会議長宛てに再議書を提出

する
　・再議した結果、同様の議決となる
■3月23日
　地方自治法第177条第2項の規定により、原案どおり予算を計上

◆地方自治法（抄）
　第 １７７条　普通地方公共団体の議会において次に掲げる経費を削除し又は減額する議

決をしたときは、その経費及びこれに伴う収入について、当該普通地方公共団体の長
は、理由を示してこれを再議に付さなければならない。

　　(1 ) 法令により負担する経費、法律の規定に基づき当該行政庁の職権により命ずる経
費その他の普通地方公共団体の義務に属する経費

　２ 　前項第1号の場合において、議会の議決がなお同号に掲げる経費を削除し又は減額
したときは、当該普通地方公共団体の長は、その経費及びこれに伴う収入を予算に計
上してその経費を支出することができる。
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問保健予防課☎0299-77-7133
※このページの情報は、4月7日現在のものです

新型コロナワクチン接種
2023年度の接種
2023年度の新型コロナワクチン接種は、下記のとおり実施する予定です。

2023年度　新型コロナワクチン接種のスケジュール

年齢 接種回数

6カ月～4歳 1～3回目

5～11歳

1・2回目

3回目
以降

令和4年
秋開始接種
（5月7日まで）

令和5年春開始接種（5月8日～ 8月）
※初回（1・2回目）接種を完了した次の方が対象
●基礎疾患がある方など

令和5年
秋開始接種
（9月～12月）

12歳以上

1・2回目 初回（1・2回目）接種

3回目
以降

令和4年
秋開始接種
（5月7日まで）

令和5年春開始接種（5月8日～ 8月）
※初回（1・2回目）接種を完了した次の方が対象
●65歳以上の方
●64歳以下の基礎疾患がある方など
●64歳以下の医療機関、高齢者・障害者施設など
　の従事者

令和5年
秋開始接種
（9月～12月）

令和5年春開始接種対象の方以外
※5月8日～8月は、接種を受けることが
　できません

基礎疾患
がある方
など

それ以外
の方

それ以外
の方

 

初回（1～3回目）接種

初回（1・2回目）接種

2023年5月8日 9月

令和4年秋開始接種（令和5年8月まで）

●65歳以上の方
●基礎疾患がある方
●医療従事者など

2023年4月15日号 10広報かみす



初回接種が完了している5歳以上の方は全員、9月以降に1回接種を受けられます。
また、高齢者や基礎疾患などがある方は、5～8月の間にも1回接種を受けられます。
※初回接種は5歳以上の方は2回、5歳未満の方は3回の接種で完了します

追加接種

令和5年秋開始接種
詳細が決まり次第広報紙などでお知らせします

令和4年秋開始接種

ワクチンの種類・接種間隔
対象年齢 ワクチンの種類 前回接種からの間隔
5～11歳 オミクロン株対応2価ワクチン（ファイザー社） 3カ月以上

12歳以上
オミクロン株対応2価ワクチン（ファイザー社またはモデルナ社） 3カ月以上

1価ワクチン（武田社（ノババックス）） 6カ月以上
※予約方法など詳細は、接種券に同封のチラシをご確認ください

接種期間 12歳以上：5月7日（日）まで
 5〜11歳：8月31日（木）まで
5～11歳で基礎疾患などがあり、5月7日（日）までにオミクロン株対応ワクチン
の接種を受けた方は、5月8日（月）～8月31日（木）の期間に「令和5年春開始接種」
を受けることができます。

5歳以上で、初回接種が完了している方
※接種券は送付済み

対象

令和5年春開始接種
接種期間 5月8日（月）〜8月31日（木）

初回接種が完了している5歳以上の方で、次のいずれかに該当する方
●65歳以上の方
●基礎疾患がある方や、医師から重症化リスクが高いと認められた方
●医療機関、高齢者・障害者施設などの従事者
※詳細は市ホームページなどをご確認ください
※ワクチンの種類・接種間隔は、令和4年秋開始接種と同様です

対象

次の方へは、接種券または案内通知を順次送付します。
●65歳以上の方
●2022年度に「基礎疾患がある」などの理由で接種券の発行を申請した方
※上記以外の方は、接種券の発行に申請が必要です

接種券

申込方法＝●保健予防課窓口で申し込み
　　　　　●いばらき電子申請・届出サービスで申し込み
　　　　　※予約方法などは、接種券に同封のチラシをご確認ください
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　石田市長が市内の地区公民館や公共施設などを訪
れ、市民の皆さんとフリートーク！
　まちづくりに関するご意見をお気軽にお聞かせく
ださい。

対象＝地区や市内に活動拠点を置く団体など
※おおむね10人以上でお申し込みください
※ 政治・宗教団体・不法行為を行なう恐れのある団

体は除きます
申込方法＝申込書に必要事項を明記し、郵送・
FAX・メールまたは持参
※ 申込書は「市長へのたより箱」設置場所・市ホーム

ページから入手できます
日程＝調整のうえ決定します

※ 会場は地区公民館または市内公共施設などとし、
申込者で手配をお願いします。なお、会場などの
準備については、ご相談いただければお手伝いい
たします

申込先＝秘書課
　　　　〒314-0192　神栖市溝口4991番地5
　　　　O0299-90-1112
　　　　{hisho@city.kamisu.ibaraki.jp

問・問秘書課☎0299-90-1121申

まちづくり懇談会
みんなでつくる新しい神栖市

2022年度定期監査（後期）の結果について
問監査委員事務局☎0299-90-1128

第1　監査の概要
1　監査の対象
　 　2022年4月1日から11月30日までの財務に関す

る事務の執行および経営に係る事業の管理について
監査を行なった。

2　監査の対象部署
　市長公室（秘書課、広報戦略課、地域医療推進課）
　 企画部（政策企画課、市民協働課、財政課、契約管財課）
　波崎総合支所（市民生活課、水産・地域整備課）
　監査委員事務局

3　監査期間
　 　2022年12月7日〜2023年3月10日

4　監査の方法
　 　監査の対象となった財務に関する事務の執行が、

適正かつ効率的に行なわれているかどうかおよび経
営に係る事業の管理が、合理的かつ効率的に行なわ
れているかどうかを主眼として、提出された関係書
類の監査を実施した。

第2　監査の結果
　 　監査を実施した結果、財務に関する事務および経

営に係る事業の管理はおおむね適正に執行されてい
るものと認められた。

地方自治法第199条第4項の規定に基づく監査を実施したので、
その結果を同条第9項の規定により公表します。

2023年3月17日
　　神栖市監査委員　池　田　　　誠
　　神栖市監査委員　石　井　由　春
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助成額 人間ドック　2万円
総合ドック　4万円

　市の多文化共生に係る施策などについて協議する
ため、外国籍を有する方を募集します。

会議の回数＝年4回程度（平日、日中を予定）
報酬＝1回あたり6,000円（税込）
任期＝2年
対象＝次のすべてを満たす方
●�年齢要件など
　⃝市内在住または市内在勤の方で18歳以上の方
　⃝外国籍を有し、かつ外国出身の方
　⃝市税の滞納がない方
●�他の附属機関の公募委員に3つ以上就任していな
い方
●�日本語による議論が可能な方

募集人数＝2人（応募多数の場合、面接による選考）
申込方法＝次のいずれかの方法でお申し込みくださ
い。
●いばらき電子申請・届出サービスで申し込み
●�申込書の持参または郵送による提出
※�申込書は、政策企画課または市ホームページで入
手可能

提出先＝政策企画課
　　　　〒314-0192　神栖市溝口4991番地5
申込期限＝5月12日（金）　午後5時必着

対象＝次のすべてを満たす方
●引き続き市内に1年以上住んでいる
●�40歳以上で、国民健康保険または
後期高齢者医療制度の加入者
●�世帯全員に市税などの滞納がない
●�総合ドック助成は、脳疾患治療中で
なく、2021・2022年度にこの助
成を受けていない
●�2023年度に市の住民健診や総合健
診を受けていない（予定含む）

対象健診機関
神栖済生会病院・白十字総合病院・渡辺病院・小山記念病院・島
田総合病院・国保旭中央病院・筑波大学附属病院つくば予防医学
研究センター・霞ヶ浦成人病研究事業団健診センター・国際医療
福祉大学成田病院予防医学センター
※ 国保旭中央病院で、新たに総合ドックの受診ができるようにな

りました

申請期間＝4月17日（月）～9月29日（金）
申請方法＝申請書に必要事項を記入し、保険証を持参して直接申
請先へ（マイナンバーカードは不可）
※申請書は申請先・市ホームページから入手できます
※申請は、受診前にしてください
申請先＝健康増進課（国民健康保険加入者のみ）
　　　　国保年金課（後期高齢者医療制度加入者のみ）
　　　　�市民生活課、はさき保健福祉センター

人間ドック・総合ドック

多文化共生推進会議委員募集

脳ドック 人間ドック＋

問・問健康増進課☎0299-90-1331
　　　国保年金課☎0299-90-1143
申費用の一部を助成

問・問政策企画課☎0299-90-1120申
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株式会社ふたばからマスクの寄贈
　3月14日、株式会社ふたばから市内の小中学校に
不織布マスク4,000枚が寄贈されました。
　学校活動の中で大切に役立ててまいります。あり
がとうございました。

新橋前教育長と株式会社ふたば　塙代表

石田市長と交付証授与式参加者

教育長に 木之内　 一 氏　就任
　3月8日に市議会の同意を得て、新たに教育長に就任
されました。木之内教育長は、茨城県内の小中学校で、
学校長などとしてご活躍されました。

任期＝3月23日〜2026年3月22日（3年間）

ま ち の わ だ い

かみすトピックス

　市では、神栖高校、波崎高校、波崎柳川高校の3校と包括連携協定を締結し、さまざまな取り組みを進め
ています。その一環として、卒業後も地域貢献が期待される生徒へ「神栖市高等学校人材育成支援金」を交付
することとし、2022年度の交付者15人を決定しました。3月23日には、交付証の授与式が行なわれました。
　市では、夢に向かって進んでいく高校生たちの活躍を応援し、サポートしていきます。

未来を担う人材へ支援金を交付
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2023年度　市職員の人事異動
問職員課☎0299-90-1127

【部長級】　
市長公室長　加瀬　能孝
総務部長　山本　明
企画部長　出沼　和弘
波崎総合支所長　安藤　清之
生活環境部長　風間　治
産業経済部長　比嘉　年美
教育委員会教育部長　佐々木　信

【次長級】
教育委員会次長　新井　崇人

【参事】
総務部参事兼課税課長　岩井　修二
総務部参事鹿島地方事務組合派遣　飯田　義則

【課長級】
市長公室広報戦略課長　相原　康秀
市長公室地域医療推進課長　吉川　徹
総務部総務課長　髙﨑　正己
総務部行政経営課長　野口　忠典
総務部職員課長　大槻　哲史
波崎総合支所水産・地域整備課長　梅原　秀市
福祉部福祉事務所社会福祉課長　猿田　幸助
福祉部福祉事務所子育て支援課長　吉川　幸子
福祉部神栖市はさき保健・交流センター館長　浅野　明海
健康増進部保健予防課長　海老原　洋之
生活環境部防災安全課長　寺島　清志
生活環境部廃棄物対策課長　長島　弘幸
都市整備部開発審査課長　永井　美佐夫
都市整備部道路整備課長兼特定道路対策室長　平野　祐司
産業経済部観光振興課長　西廣　純一
産業経済部地籍調査課長　西　嘉津子
教育委員会教育総務課長　岡野　康宏
教育委員会学務課長　保立　純子
教育委員会文化スポーツ課長　實川　芳成
中央図書館長　渡邊　丈夫

異動者　4月1日付 中央公民館長　大津　康彦
教育委員会付　高田　裕之
監査委員事務局長　高橋　優子
会計課長　岡野　雅文
総務部職員課副参事　竹内　弘人
企画部財政課主任主計員　笹本　和好
福�祉部神栖市はさき保健・交流センター副参事兼副館長
（はさき地域交流センター担当）兼企画部市民協働課付　
小森　美明
健康増進部国保年金課副参事　小貫　藤一
生活環境部防災安全課副参事　池田　英雄
都市整備部住宅政策課副参事兼課長補佐　野中　俊宏
産業経済部企業港湾商工課副参事　荒沼　秀行
教育委員会教育指導課副参事兼主任指導主事　遠藤　芳輝
矢�田部公民館副参事兼矢田部公民館副館長（併）生活環境部
市民課付矢田部出張所駐在　平山　勝博

【部長級】
竹内　弘人（総務部長）
笹本　和好（企画部長）　　
吉川　信幸（生活環境部長）
荒沼　秀行（産業経済部長）
小貫　藤一（教育委員会教育部長）

【参事】
野口　みど里（会計課参事兼会計課長）　

【課長級】
保立　行雄（中央公民館長）
伊藤　幸一（生活環境部防災安全課副参事）
長�峯　英子（中央図書館副参事兼うずも図書館長（併）生活
環境部市民課課長補佐うずも行政サービスコーナー駐在）
卯月　まき子（中央公民館副参事兼副館長）
加�藤　雅子（矢田部公民館副参事兼若松公民館長（併）若松
出張所長）

退職者　3月31日付（旧役職名）
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　建築基準法が大きく改正された1981年以前に建てられた住宅は、新耐震基準のもとで建てられた
住宅に比べ、耐震性能が大きく異なる場合があります。
　お住まいに十分な耐震性能があるか、一度診断してみましょう。

問・問住宅政策課☎0299-95-6595申

木造住宅の耐震化を進めましょう！

茨城県でも耐震化全般についての相談を受け付けています。茨城県建築指導課☎029-301-4716

木造住宅耐震診断士派遣事業まずは無料の耐震診断を

　茨城県知事の認定を受けた木造住宅耐震診断士が耐震診断をします。
※建築当時の耐震性能を診断するもので、震災での被害程度を判断するものではありません

木造住宅耐震改修促進事業2 耐震診断の後は耐震改修へ

　個人が契約し、耐震補強設計・耐震補強工事・耐震建替工事をする場合、費用の一部を補助します。
必ず耐震補強などを実施する前に申し込みをしてください。

への備え、大丈夫？地震

対象＝次のすべてに該当する木造住宅　
●所有者が居住している
● 着工が1981年5月31日以前（丸太組工法・

プレハブ工法は除く）
● 平屋建てまたは2階建てで、延床面積が30

㎡以上
●所有者とその世帯全員に市税の滞納がない
※ り災証明で、半壊以上と判定された住宅を

除く

持参物
●申込書
●建築確認済証など（建築年が分かるもの）の写し
●登記事項証明書など（所有者が分かるもの）の写し
●印鑑（朱肉を使うもの）
●委任状（家族以外の方が申請する場合）
※申込書は問合先や市ホームページ
　で入手可能
申込期限＝9月29日（金）　
※予算の上限に達した場合終了

持参物＝「耐震診断士派遣事業」の持参物に加
え、次の書類が必要です
●交付申請書　　
●耐震診断結果報告書の写し
●見積書（工事費用が分かるもの）の写し
●住宅の位置図・配置図・現況写真
※ 交付申請書は問合先や市
　ホームページで入手可能

補助額 申込期限

耐震補強設計 費用の2分の1
（限度額15万円）

10月31日（火）
耐震補強工事 費用の2分の1

（限度額45万円）
耐震建替工事 一律60万円 8月31日（木）
※予算の上限に達した場合終了

対象＝次のすべてに該当する木造住宅
● 木造住宅耐震診断士派遣事業の対象要件に加え、

耐震診断で「倒壊の可能性あり」と判定された住宅
● 2024年1月31日までに工事などが完了すること

1
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全自動魚釣り機での水揚げ

対象＝市内に住所または事業所があり、市税などの滞納がなく、次のいずれかに該当する方
●漁業協同組合
●漁業協同組合の組合員である漁業者
●水産加工業協同組合
●水産加工業者
補助金額＝補助対象経費の2分の1以内（上限50万円）
※漁業協同組合・水産加工業協同組合の事業は上限100万円
提出書類＝交付申請書、事業計画書、団体などの概要書
申請期限＝5月12日（金）

　水産業の活力の増進と持続的な発展を図るため、意欲ある漁業者や水産
加工業者などの、新たな商品開発・販路開拓などの取り組みを支援します。

水産業元気アップ支援事業補助金
問・問水産・地域整備課☎0479-44-1966申

この事業に補助金が活用されました！

●高鮮度自家出荷によるブランド化、商品ラベルの作成
●全自動魚釣り機導入による揚縄作業の省力化、漁獲物のストレス軽減
●新商品開発、リーフレットやパッケージデザインの作成
●ホームページのリニューアル、ふるさと納税返礼品メニュー化

◇漁業生産　　
　活魚出荷に関わる設備などの導入
◇水産加工品生産
　�地元水産物を活用した新たな加工品開発や商品化
の取り組み

◇流通販売　　　
　産地直送や新たな販売先の開拓
◇地域活性化　
　�他業種と連携した地産地消や観光漁業の取り組み

こんな事業を
支援

詳しくはコチラ
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問・問住宅政策課☎0299-95-6595申

●アプリから申し込む
　�ご自身のスマホから「マイナポイント」「マイナ
ポータル」の2つのアプリを使って申し込むこと
ができます

● お近くの郵便局やコンビニ、スーパー、携帯電話
ショップ、量販店で申し込む

● 市役所本庁舎または波崎総合支所で申し込みの支
援を受ける
　月～金曜日（祝日を除く）
　午前8時30分～午後4時30分
　※�現在、大変混み合っており、長時間お待たせす

る場合があります

　2月末までにマイナンバーカードを申請していて（※）、まだカードを
受け取っていない方は、受け取り次第申し込むことができます。
※オンライン申請の場合、3月1日までに申請をした方

かみす子育て住まいる給付金

マイナポイント第2弾 9月末まで延長

ポイントの申込方法

詳しくはコチラ

補助金額（上限100万円）
基本額

25万円（新築・建売・中古住宅）

加算額
●高校生相当以下2人目以降：1人10万円加算
●市外から世帯全員が転入：30万円加算
●市が販売する柳川中央の土地を購入：15万円加算
●市街化区域での建築または購入：5万円加算
●新居住誘導区域での建築または購入：5万円加算

＋

　若年世帯への定住促進事業として、市内に
自分が住むための住宅を新築・購入した場合、
住宅取得費の一部を助成します。
　3月末までとなっていた申請期間が2025
年3月末まで延長となりました。

対象者＝本人または配偶者が45歳未満で次
のいずれかの方と同居している方
●高校生相当以下（1人以上）
●親または65歳以上の親族
※�その他の条件は市ホームページ
を参照

�住宅取得のための登記原因日か
ら2年以内に申請してください

　受け取りには予約が必要です。
　カードの交付準備が整った方から順次、交付通知
書（はがき）を送付します。受取場所や予約先などが記
載されていますので、必ず内容をご確認のうえ予約し、
受け取りにはご本人がお越しください。
　ポイントの受け取りを希望する方は、交付通知書
が届き次第、お早めにカードを受け取りに来ていた
だき、余裕をもってポイントを申し込んでいただく
よう、ご協力をお願いいたします。

問（マイナポイントに関すること）　　　　行政経営課☎0299-90-1176
　（マイナンバーカードの交付に関すること）　市民課☎0299-90-1140

ポイントの付与の対象は、2月末までにマイナンバーカードの申請をした方です。
ポイントの申し込みにはマイナンバーカードが必要です。ご注意ください

マイナンバー総合フリーダイヤル
10120-95-0178（無料）
つながったら、5番を押してください。

ポイントのことで困ったときは

マイナンバーカードを受け取るには

継続決定！

9月30日（土）
ポイントの申込期限
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ー
ビ
ス
の
一
時
停
止問

行
政
経
営
課

☎
0
2
9
9
‐
90
‐
1
1
7
6

　
機
器
更
新
の
た
め
、
次
の
期
間
は
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

停
止
期
間
＝
4
月
29
日（
土
・
祝
）　
午
後

9
時
～
4
月
30
日（
日
）　
午
前
11
時
予
定

出
張
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
か
み
す

申
・
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
の
り

　
☎
0
4
7
9
‐
21
‐
6
4
6
7

　
毎
月
第
4
火
曜
日
に
保
健
・
福
祉
会
館

で
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
土
合
地

区
に
出
張
し
ま
す
。

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
か
み
す
は
、
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
、
支
援
者
な
ど
が
気
軽

に
交
流
を
楽
し
ん
だ
り
意
見
交
換
し
た
り

で
き
る
場
で
す
。
個
別
相
談
も
で
き
ま
す
。

日
時
＝
4
月
19
日（
水
）　

午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
ウ
エ
ル
シ
ア
神
栖
土
合
本
町
店

定
員
＝
6
人（
予
約
先
着
順
）

整備された市道8-101号線（東和田地内）
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令
和
5
年
度
版
や
さ
し
い
福
祉
の
発
行

問
障
が
い
福
祉
課

☎
0
2
9
9
‐
90
‐
1
1
3
7

　
障
害
者
手
帳
な
ど
を
利
用
し
た
各
種
制

度
の
概
要
や
支
援
・
相
談
の
窓
口
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
の
手
引
き
と
し

て
幅
広
く
活
用
で
き
ま
す
。

�

配
布
場
所
＝
市
役
所
本
庁
舎
、
波
崎
総
合

支
所
・
防
災
セ
ン
タ
ー
、
保
健
・
福
祉
会

館
、
は
さ
き
保
健
・
交
流
セ
ン
タ
ー
、
は

さ
き
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
図
書
館
、
各
公

民
館

※
市�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

の
葬
祭
費
助
成
の
変
更

申
・
問
社
会
福
祉
課

☎
0
2
9
9
‐
90
‐
1
1
3
8

　
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
の
葬
祭
費
助
成
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
訂
さ
れ
感
染
症

対
策
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
助
成
額

の
対
象
範
囲
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

■�

助
成
額

変
更
前
＝
一
律
10
万
円

変
更
後
＝
上
限
10
万
円

■�

対
象
経
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防

対
策
に
か
か
っ
た
費
用
の
み
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

申
・
問
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
9
‐
2
2
4
‐
8
8
8
8

　
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
県
が
労
働
団
体
と
共
同
で
設
立
し
た

組
織
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
結
婚
を
希

望
す
る
独
身
の
方
を
対
象
に
、
会
員
登
録

制
に
よ
る
男
女
の
出
会
い
と
結
婚
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
4
年
3
月
31
日
ま
で
、
女
性
を

対
象
に
入
会
登
録
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
セ
ン
タ
ー
に
入
会
登
録
す
る
女
性

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
報
奨
金
の
申
請
期
限

申
・
問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
0
2
9
9
‐
77
‐
7
5
2
9

　
市
で
は
、
関
東
大
会
以
上
の
規
模
の
ア

マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
に
出
場
す

る
個
人
や
団
体
に
対
し
、
報
奨
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
申
請
期
限
を
変
更
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
＝
当
該
大
会
終
了
後
、
30
日
以

内
ま
た
は
同
年
度
の
3
月

31
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日

ま
で

掲載している情報は、新型コロナウイルス感染症の状況により、変更する場合があります。最新の情報は、問合先にご確認ください。

発生件数 死者数 負傷者数

市内 56� 1 66

市内増減
（前年同月比） -3� 1 -2

県内 1,629 25 2,010

県内増減
（前年同月比） 156� 9 205

2023年�人身交通事故発生件数（3月末日現在）

暮
ら
し

講
座
・
教
室

相
　
談

募
　
集

詳しくはコチラ

広報かみす 第390号21



不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

問
潮
来
保
健
所

☎
0
2
9
9
‐
66
‐
2
1
1
6

　
法
律
に
よ
る
栽
培
・
所
持
な
ど
の
禁
止

を
知
ら
ず
に
、
不
正
に
栽
培
し
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
疑
わ
し
い
花
を
見
つ
け
た
ら
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

募
　
集

親
子
記
者
に
な
り
ま
せ
ん
か

申
・
問
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会

☎
0
9
5
‐
8
4
4
‐
9
9
2
3

　
長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典

や
平
和
活
動
に
取
り
組
む
人
な
ど
を
親
子

で
取
材
し
て
新
聞
を
作
り
ま
す
。

期
間
＝
8
月
8
日（
火
）～
11
日（
金
・
祝
）

対
象
＝
小
学
4
年
生
以
上
と
保
護
者

場
所
＝
長
崎
市
内（
原
爆
資
料
館
な
ど
）

※
リ
モ
ー
ト
取
材
に
な
る
場
合
あ
り

申
込
期
限
＝
5
月
17
日（
水
）

※�

詳
細
は
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

r

講
座
・
教
室

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育

申
・
問
鹿
島
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
0
2
9
9
‐
69
‐
1
1
7
1

日
時
＝
6
月
12
日（
月
）～
14
日（
水
）

午
前
8
時
50
分
～
午
後
5
時

定
員
＝
10
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用
＝
3
0
4
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
込
期
間
＝
4
月
17
日（
月
）～
5
月
10
日

（
水
）必
着

申
込
方
法
＝
学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電

子
申
請
ま
た
は
申
請
書
を
郵
送（
〒
3
1
1

‐
2
2
2
3　
鹿
嶋
市
林
5
7
2
‐
1
）

※�

詳
細
は
学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い

相
　
談

行
政
相
談
委
員
に
お
気
軽
に
相
談
を
！

問
総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

き
く
み
み
茨
城

　

0
5
7
0
‐
0
9
0
1
1
0

　
行
政
相
談
委
員
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
国
や
県
な
ど

の
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
を
聞
き
、

助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
通
知
な

ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
次
の
方
々
が
国
か
ら
行
政

相
談
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
、
毎
月
1
回
、

行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
。
予
約
不
要
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

◎
丸
野　
和
美（
知
手
）

◎
兼
清　
扶
司
雄（
土
合
南
）

◎
野
口　
芳
夫（
田
畑
）

日
時
＝
毎
月
第
2
火
曜
日（
祝
日
な
ど
に

よ
り
変
更
あ
り
）　
午
後
1
時
～
3
時

場
所
＝
市
役
所
本
庁
舎

掲載している情報は、新型コロナウイルス感染症の状況により、変更する場合があります。最新の情報は、問合先にご確認ください。

ケ
シ

ア
ツ
ミ
ゲ
シ

　空メールを送信後、返信されたメールに
そって手続きすれば登録完了！
 {e-kamisu-city@xpressmail.jp
※�配信サービスは無料ですが、通信料は利用者負担になります

神栖市メールマガジン
防災情報は随時、イベント情報
などは毎週水曜日に配信中！

暮
ら
し

講
座
・
教
室

相
　
談

募
　
集
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　「広報かみす」は、発行日（1日、15日）に新聞折込で配布されるほか、市内のさまざまな施設で手に
入れることができます。ぜひご活用ください。

問広報戦略課☎0299-90-1123

いろんな場所で入手できます！
かみす広報 は、

詳細はコチラ

● 公共施設（市役所、図書館、公民館、
コミュニティセンターなど）

● 金融機関（銀行、信用金庫、郵便局など）
● スーパーマーケット、コンビニエンス

ストアなど
● 一部医療機関（病院、クリニックなど）
※ 状況により手に入らない場合もありま

すので、ご了承ください

広報紙配布施設

●市公式ホームページ
　トップページから、最新号にアクセスできます。
●「かみすebooks（かみすイーブックス）」
　 神栖市のさまざまな発行物を電子書籍で読むことができま

す。スマートフォンからいつでも、どこでも、すらすら読
めます。

●スマートフォン向けアプリ「マチイロ」
　 広報紙の発行に合わせ、スマートフォン・タブレットに通

知が届きます。

パソコンやスマホでも、
広報かみすを読むことができます

…申し込み　 …問い合わせ

掲載している情報は、新型コロナウイルス感染症の
状況により、変更する場合があります。
最新の情報は、問合先にご確認ください。みんなの掲示板

グラウンドゴルフ

介護をしている方、外に出てみま
せんか？送迎もあります。
日時＝5月1日（月）
午前10時〜正午
場所＝むつみ荘
持参物＝飲み物
・ 介護者の会わかば　立谷
;090-4945-0661

3B体操会員募集

ボールなどの扱いやすい3つの用
具を使い、音楽に合わせて筋力・
柔軟性を高めて健康な体づくりを
目指しましょう。体験はいつでも
参加できます。
日時＝第1・3水曜日　午後1時〜
2時30分、第2・4水曜日　午後
0時30分〜2時　場所＝うずもコ
ミュニティセンター

石井　;090-7928-9740

文化センター
ステージ体験会

本格仕様のステージを歌やダンス
などで自由に使ってみませんか。
日時＝5月27日（土）　午前10時
〜午後4時50分（1組50分）　
対象＝市内在住・在勤・在学の小
学生以上　定員＝6組（先着順）
費用＝1組1,000円
申込方法＝費用を添えて申込先へ
・ 文化センター

☎0299-90-5511

春季バドミントン大会

日程＝5月14日（日）
受付＝午前8時30分〜
場所＝武道館
対象＝中学生以上
競技＝個人戦、男子・女子ダブル
スリーグトーナメント
クラス＝上・中・初級
費用＝1チーム2,500円
申込期限＝5月7日（日）　午後5時
・ 武道館　☎0299-96-7700

カヌー体験教室

日時＝5月3日（水・祝）
午前9時〜11時30分
※ 午前8時30分までに市民体育館

裏に集合
場所＝神之池
対象＝小学生以上
定員＝20人（先着順）

かみすスポーツクラブ　
☎0299-93-0040

問広報戦略課☎0299-95-7577

神栖市の魅力
情報発信中！

神栖市公式Instagram

#カミスミカを
つけて投稿してね！

広報かみす 第390号23



問広報戦略課☎0299-90-1123

うちのアイドル紹介しますうちのアイドル紹介します

大
おお

畑
はた

 颯
そう

大
た

ちゃん 

パパ・ママからの一言
生まれてきてくれて

ありがとう。元気に育ってね！
大好きだよ！

小
お

川
がわ

 采
いろ

葉
は

ちゃん 

パパ・ママからの一言

元気に大きく育ってね！

2023年度

問環境課☎0299-90-1147

春の狂犬病予防集合注射
5月12日（金）～15日（月）
●日程の詳細・場所などは、通知はがきや市ホームページをご確認ください
● 天候などにより中止となる場合があります。中止の場合は防災無線などで

お知らせします
●犬の死亡、飼い主や住所の変更の際は、届け出が必要です

日程

生後91日以上の犬対象

新しく飼い始めた犬＝5,550円（犬の登録と注射が必要です）
登録済みの犬＝3,550円（通知書を郵送しますので、当日持参してください）
※つり銭のないようにお願いします

費用

　動物病院でも登録と注射ができます（県内の動物病院は同額の注射料金です）。
　小型犬や高齢犬、健康に不安がある犬は、かかりつけの動物病院で接種してく
ださい。

市内動物病院
●かみす動物病院　☎0299-91-0027
●みなみ動物病院　☎0479-46-6262
●かもめ動物クリニック　☎0479-48-5600

動物病院での接種

紙
面

の
Q

Rを
読

み
取

る
と

、
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

が
表

示
さ

れ
ま

す（
通

信
料

が
か

か
り

ま
す

）
Q

Rコ
ー

ド
は

株
式

会
社

デ
ン

ソ
ー

ウ
ェ

ー
ブ

の
登

録
商

標
で

す
。
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